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午前１０時０１分 開 会

○議長（三浦利通君） 皆さん、おはようございます。これより、平成２８年６月定例

会を開会いたします。

当局から、例月現金出納検査結果報告書及び男鹿市財政報告書の送付がありました

ので、ご配付いたしております。

なお、諸般の報告は朗読を省略いたします。

○議長（三浦利通君） ただちに本日の会議を開きます。本日の議事は、議事日程第１

号をもって進めます。

日程第１ 会期の決定

○議長（三浦利通君） 日程第１、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から６月３０日までの１５日間といた

したいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（三浦利通君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１５日間と決定いたし

ました。

日程第２ 会議録署名議員の指名

○議長（三浦利通君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。

１１番船木金光君、１２番船橋金弘君を指名いたします。

日程第３ 永年勤続者の表彰状伝達

○議長（三浦利通君） 日程第３、永年勤続者の表彰状伝達を行います。

先般開催されました第９２回全国市議会議長会定期総会において、私、三浦利通が

議員在職２０年以上の特別表彰を、また、小松穂積君が議員在職１５年以上、三浦桂

寿君が議員在職１０年以上の永年勤続者として表彰されております。

これより伝達を行いますので、演壇の前にお進み願います。

暫時休憩いたします。
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午前１０時０３分 休 憩

午前１０時０６分 再 開

○議長（三浦利通君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

日程第４ 議案第５０号から第５７号まで及び報告第１２号から第１６号ま

でを一括上程

○議長（三浦利通君） 日程第４、議案第５０号から第５７号まで及び報告第１２号か

ら第１６号まで一括して議題といたします。

職員に議案を朗読させます。

【職員朗読】

議案第５０号 男鹿市単独運行バス条例の一部を改正する条例について

議案第５１号 男鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第５２号 男鹿市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定につ

いて

議案第５３号 男鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について

議案第５４号 男鹿みなと市民病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条

例について

議案第５５号 財産の無償譲渡について

議案第５６号 平成２８年度男鹿市一般会計補正予算（第１号）について

議案第５７号 平成２８年度男鹿市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて

報告第１２号 平成２７年度男鹿市一般会計継続費繰越計算書について

報告第１３号 平成２７年度男鹿市一般会計繰越明許費繰越計算書について

報告第１４号 平成２７年度男鹿市下水道事業会計予算繰越計算書について

報告第１５号 平成２７年度株式会社おが地域振興公社の決算について

報告第１６号 平成２８年度株式会社おが地域振興公社の事業計画について
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○議長（三浦利通君） 提案理由の説明を求めます。渡部市長

【市長 渡部幸男君 登壇】

○市長（渡部幸男君） おはようございます。

本日、平成２８年６月定例会を招集し、諸議案のご審議をお願いするものでありま

すが、先ほど全国市議会議長会から、三浦利通議員が議員在職２０年以上の永年勤続

特別表彰を、また、小松穂積議員が議員在職１５年以上、三浦桂寿議員が議員在職１

０年以上の永年勤続表彰を受けられました。

表彰を受けられました皆様には、長い間本市の発展にご尽力を賜りました。そのご

功績に対し、深く敬意を表するものであります。今後ともご自愛くださいまして、市

政の発展に一層のご貢献を賜りますよう、お願い申し上げます。

それでは、提出議案の説明に先立ちまして、市政に係る諸般の報告を申し上げま

す。

まず、５月３１日に出納閉鎖いたしました平成２７年度の一般会計決算の概要につ

いてであります。

歳入総額は１７８億９千４１２万円、歳出総額は１７４億６千３４６万円となり、

このうち継続費及び繰越明許費に係る繰越財源を除いた実質収支では３億５千６３７

万円の黒字決算となっております。

なお、元税務課職員公金着服事件による現金不足額は、一般会計、各特別会計を合

わせて４千１７０万９千３４３円となっております。

次に、平成２７年度の男鹿みなと市民病院事業会計決算の概要についてでありま

す。

平成２０年度から進めてまいりました経営健全化計画は、平成２７年度が最終年度

であり、目的としておりました不良債務の解消につきましては、一般会計から５千万

円の追加繰入を行ったことなどにより、年度末の流動資産は流動負債を２千４０４万

１千円上回り、平成２７年度末をもって目的を達成する見込みであります。

純利益は、１億２千６３９万５千円と見込んでおります。

次に、イクボス共同宣言についてであります。

今月１３日、株式会社アマノ、医療法人社団柔心会及び社会福祉法人男鹿偕生会と
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の４者で、イクボス共同宣言をいたしました。

市役所では、私を含め特別職、主幹級以上の職員合わせて６４名が宣言に参加して

おります。

今後とも業務の効率化を図ることにより、子育てに使える時間をふやし、仕事と育

児を両立しやすい職場環境づくりに取り組んでまいります。

次に、男鹿市総合防災訓練についてであります。

「県民防災の日」に当たる５月２６日に椿地区を主会場に、地区住民や消防団、航

空自衛隊、秋田海上保安部、男鹿警察署など関係機関から約３８０人の参加をいただ

き、総合防災訓練を実施いたしました。

今年は、初めて電気自動車の給電機能を活用し、災害時の電源として、避難所等で

のパソコンの使用や非常時通信用の衛星携帯電話の充電などを行う訓練を実施いたし

ました。

また、当日は、市内のすべての保育園、幼稚園、小・中学枚、５０の自主防災組

織、約３千９００人が避難訓練を実施しております。

次に、防災行政無線の活用に関する協定についてであります。

市では、先月３１日に男鹿警察署と「防災行政無線を活用した警察からの各種情報

の住民提供等に関する協定」を締結いたしました。

本協定は、市と男鹿警察署が連携し、生命、身体及び財産に重大な被害が生じるお

それのある事件・事故等が発生した際、よりスムーズに防災行政無線を活用すること

により、警察からの各種情報を住民へ迅速に提供し、安全なまちづくりに取り組むも

のであります。

次に、来訪神行事のユネスコ無形文化遺産の登録審査についてであります。

本年３月に提案された「来訪神・仮面・仮装の神々」の登録審査は、予定された平

成２９年は行われず、平成３０年に行われることになりました。

平成２９年の審査は、各国からの提案が５０件を超えたため、規定により無形文化

遺産の登録がない国などの提案が優先されることによるものです。

次に、農村地域活動についてであります。

先月２９日、「安全寺里山保全会」が実施する田植えとかかしづくり体験交流会が

開催され、市内外から約１３０名の参加がありました。
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安全寺地区は、地域資源を活用し、環境保全、交流活動等に取り組んでいる地域と

して、平成２８年１月に県の「守りたい秋田の里地里山５０」の地区に認定されてお

ります。

次に、男鹿半島なまはげライドについてであります。

昨年に引き続き２回目となるサイクリングイベントが先月２８日・２９日の２日

間、開催されました。

このイベントは、順位を競うものではなく、設定されたコースを決められた時間内

で、各自のペースで走りながら風景を眺めたり、エイドステーションと呼ばれる休憩

ポイントで振る舞われる地元産の食べ物を楽しむものです。

今年は、昨年より１００名ほど多い、約４００名が全国各地から参加したと男鹿半

島なまはげライド実行委員会から伺っております。

次に、第６７回東北高等学校ラグビーフットボール大会兼ＮＨＫ杯東北高等学校ラ

グビーフットボール選手権大会についてであります。

本大会は、昨日、開会式が行われ、本日から１９日までの４日間、男鹿総合運動公

園陸上競技場・球技場を会場に、東北の各県大会上位チーム、総勢１６チームが参加

し、開催されます。決勝戦は、ＮＨＫでテレビ放送される予定になっております。

次に、先月２５日に開催されましたチャレンジデーについてであります。

今回で５回目の参加となる本市の参加者数は１万５千２１人で、参加率は、昨年を

１．８ポイント下回る５０．７パーセント、対戦相手の香川県多度津町の参加率は６

３．８パーセントでありました。

次に、農業の状況についてであります。

米の需給調整につきましては、転作面積目標が昨年と同じ１千９０８ヘクタールと

なっており、引き続き加工用米、大豆などの作付けを推進し、農家所得の確保に努め

ております。

経営所得安定対策につきましては、男鹿市農業再生協議会が今月３０日まで、対象

農家１千２９１戸の交付申請書を取りまとめ、手続きをしているところであります。

次に、４月１７日から１８日の暴風被害への支援についてであります。

メロン種苗の確保や水稲育苗ハウス等の復旧には、市単独の「農業生産施設等復旧

支援事業」で支援してまいります。
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メロン小型簡易ハウスの復旧には、「未来にアタック農業夢プラン応援事業」の弾

力的な運用により、県と市が支援することとしております。

また、暴風により破損したハウスのビニール等の運搬、処理につきましても、市単

独で支援するものであります。

次に、漁業の状況についてであります。

秋田県漁業協同組合によりますと、本年１月から４月までの漁獲量は８９２トン、

漁獲金額は３億２千４６万円で、昨年同期と比較し、漁獲量で７パーセントの増、漁

獲金額で１パーセントの増となっております。

次に、観光の状況についてであります。

本年４月、５月における観光客日帰り入り込み数は、４月が９万１千９１５人、５

月が２０万１千６２５人で、昨年同期と比較して４月が５．６パーセントの増、５月

が１４．３パーセントの減となっております。

宿泊客数は、４月が９千５５６人、５月が１万５千７１１人で、昨年同期と比較し

て４月が２７．７パーセントの増、５月が１３．３パーセントの減となっておりま

す。

次に、雇用情勢についてであります。

４月末現在の秋田県の有効求人倍率は１．１４倍となっております。

ハローワーク男鹿管内の有効求人倍率は０．７１倍となっており、昨年同期と比較

して０．０９ポイントの減となっております。

以上で諸般の報告を終わり、次に、提案理由のご説明を申し上げます。

まず、議案第５０号男鹿市単独運行バス条例の一部を改正する条例についてであり

ます。

本議案は、市単独運行バスについて、男鹿南線を追加することに伴い、本条例の一

部を改正するものであります。

次に、議案第５１号男鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてであ

ります。

本議案は、国民健康保険事業の適正な運用を図る必要があることから、国民健康保

険税の税率改正を行うため、本条例の一部を改正するものであります。

次に、議案第５２号男鹿市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定
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についてであります。

本議案は、消費者安全法の一部改正に伴い、男鹿市消費生活センターを設置し、そ

の組織及び運営等に関する事項を定めるため、本条例を制定するものであります。

次に、議案第５３号男鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例についてであります。

本議案は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、保育

士の配置及び資格要件の弾力化について、所要の改正を行うため、本条例の一部を改

正するものであります。

次に、議案第５４号男鹿みなと市民病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正す

る条例についてであります。

本議案は、電子カルテシステムの導入に伴い、エックス線等画像情報の提供に係る

手数料の額を定めるため、本条例の一部を改正するものであります。

次に、議案第５５号財産の無償譲渡についてであります。

本議案は、市有財産のうち、旧男鹿市畑作園芸試験研究センターの建物１千３２４

平方メートル及び旧男鹿市種苗センターの建物２千９５８．７１平方メートルを秋田

みなみ農業協同組合に無償譲渡するものであります。

次に、議案第５６号平成２８年度男鹿市一般会計補正予算第１号についてでありま

す。

本補正予算は、道路舗装改良事業費、複合観光施設整備事業費のほか、市単独運行

バス事業費、国民健康保険特別会計繰出金などを措置したもので、歳入歳出それぞれ

４億１千９００万円を追加し、補正後の予算総額を１５６億５千９００万円とするも

のであります。

次に、議案第５７号平成２８年度男鹿市国民健康保険特別会計補正予算第１号につ

いてであります。

本補正予算は、歳入では、保険税率改正に伴う保険税の見直しや前期高齢者交付金

及び一般会計繰入金等を措置したものであり、歳出では保険給付費及び療養給付費負

担金返還金等を措置したもので、歳入歳出それぞれ７千７８６万７千円を追加し、補

正後の予算総額を５０億４千６３５万９千円とするものであります。

次に、報告第１２号から第１４号までの繰越計算書についてであります。
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本３件は、平成２７年度の各会計歳出予算及び資本的支出予算のうち、平成２８年

度に繰り越した経費について報告するものであります。

次に、報告第１５号平成２７年度株式会社おが地域振興公社の決算についてであり

ます。

本報告は、株式会社おが地域振興公社の平成２７年度決算について報告するもので

あります。

内容としては、事業収益２億８千３９６万９千３０１円、事業費用２億７千８２０

万３千５円で、税引き後の当期純利益が４４７万７千７９６円となったものでありま

す。

次に、報告第１６号平成２８年度株式会社おが地域振興公社の事業計画についてで

ありますが、事業収益を２億６千１７２万１千円、事業費用を２億６千４万３千円と

するものであります。

以上、提出議案の概要についてご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご可決賜りますようお願い申し上げます。

○議長（三浦利通君） 以上で、本日の議事は終了いたしました。

休会の件

○議長（三浦利通君） お諮りいたします。明日１７日は議事の都合により休会いたし

たいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（三浦利通君） ご異議なしと認めます。よって明日１７日は議事の都合により

休会とし、６月２０日午前１０時より本会議を再開し、市政に対する一般質問を行う

ことにいたします。

本日は、これにて散会いたします。

御苦労さまでした。

午前１０時２９分 散 会


